
第４５回熊日旗学童軟式野球熊本県大会要項 

 

１．目   的 健全なる学童達の育成と技術の錬磨並びに親睦を図ることを目的とする。 

２．主   催 熊本日日新聞社 

３．主   管 熊本県軟式野球連盟・熊本市軟式野球連盟 

４．会   期 令和５年８月１３日（日）・１６日(水)・１７日（木）・１８日（金） 予備日１９日（土）２０日（日）  

６．会   場 運動公園野球場他 

７．参加資格 （１）選手の登録は、熊本県内居住者及び隣接県に居住している者 

（２）熊本県軟式野球連盟各支部に登録しているチームであること 

         （３）支部予選代表又は支部推薦チームで、平成２７年度熊本県軟式野球連盟で決定し

ているチーム数 

（４）スポーツ保険に加入済みのチームに限る。 

８．チーム編成 監督１名、コーチ２名以内、選手１０名以上２５名以内とする。 

９．競技規則 ２０２３年公認野球規則、２０２３年競技者必携並びに別に定める特別規則を適用する。 

１０．試合方法 （１）トーナメント方式とし各試合６イニングとする。 

           ただし、試合時間が１時間３０分を経過した場合には新しいイニングには入らない。 

         （２）５回以降７点差の場合は得点差によるコールドゲームとする。 

            ただし優勝戦は５回以降１０点差とする。 

         （３）６回又は制限時間が来ても同点の場合は、タイブレーク戦を最大２回まで行う。 

            それでも決着がつかないときは、出場選手９名の抽選で勝敗を決定する。 

            ただし、優勝戦は勝敗が決するまで行う。 

         （４）タイブレーク方式は継続打順で、前回の最終打者を一塁走者、その前の打者を二塁 

走者とする。すなわち、無死一・二塁の状態にして、投手の投球制限を遵守の上行う。 

         （５）全試合特別継続試合を適用することがある。 

         （６）降雨、暗黒などで６回までイニングが進まなくても５回を完了すれば試合は成立する。 

         （７）守備側及び攻撃側のタイムは、１試合に３回以内とする。タイブレーク戦は１イニングに１ 

回とする。 

           守備側のタイム中に攻撃側は指示を与えることが出来るが、守備側のタイムより長引け 

ば攻撃側も１回カウントされる。 

               攻撃側のタイム中に守備側は指示を与えることが出来るが、攻撃側のタイムより長引け 

ば守備側も１回カウントされる。 

         （８）投手の投球制限については、２０２３年全日本軟式野球連盟の規定通りとする 

１日７０球で到達打者完了までとする。（ダブルヘッダー持ち越し可） 

４年生以下は、１日６０球とする。 

なお、特別継続試合での投球数は元の試合で投じた球数を引き継ぎ残りの球数のみ 

で行う。 

 また、特別継続試合に勝利したチームの投手は、同日に行われる試合において１日 

の投球制限を超えない範囲で登板できる。 

（９）守備の時間が長い場合（概ね２０分）及び酷暑の場合での２、４回、タイブレーク戦に 

入るときは６回終了後に健康維持を考慮し、審判員の判断で約５分間の給水タイムを 



設けることとする。（試合時間には入れない） 

           給水タイム時はベンチ内に入ること。 

           天候次第では実施しない場合もあるので試合前に確認すること 

1１．使 用 球 (公財)全日本軟式野球連盟公認球 J号ケンコーボール 

1２．審 判 熊本県軟式野球連盟公認審判員 

1３．参加申込 （１）令和５年７月１９日（水）までに熊本県軟式野球連盟少年部事務局に参加申込書

をメールにより提出する。 

             ※少年部メールアドレス kumamoto-shounen@bun.bbiq.jp 

          （２）監督会議に各支部長の押印を済ませた参加申込書を持参する。 

（３）参加申し込み後の変更追加は監督会議当日まで認める。 

１４．参 加 料 １５，０００円（監督会議時に納入） 

1５．監督会議 （１）日時 令和５年７月２３日（日） １４時００分～   

（２）場所 熊本日日新聞社会議室  

                ＴＥＬ ０９６－３６１－３３８３  住所 熊本市中央区世安１－５－１ 

1６．開 会 式  令和５年８月１３日（日） ９時～  場所 県運動公園野球場Ｂ 

1７．表 彰  優勝 賞状・優勝旗・メダル 準優勝 賞状・準優勝旗・メダル ３位 賞状・楯・メダル 

１８．上位大会への出場推薦    

本大会の優勝チームは王貞治杯軟式野球大会への出場を推薦する。 

（沖縄で開催 １１月１８日・１９日）  


